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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

集積回路技術に光技術を導入し、1Gradのトータルドーズ耐性を持つ耐

放射線光電子FPGAと光技術を用いずに既存の集積回路技術のみで200 

Mradのトータルドーズ耐性を実現する耐放射線リペアラブルFPGAの2つ

の開発を行う。 

日本の研究チームは耐放射線FPGAとハードウエア・アクセラレーショ

ンの面でイギリスの研究チームを支援する。イギリスの研究チームは

日本の支援を受け、強ガンマ線環境下で使用でき、再臨界前の中性子

線増を瞬時に検知可能なFPGA を用いた中性子線モニタリングシステム

を実現する。この中性子線モニタリングシステムを日本側の耐放射線

FPGAと組み合わせ、再臨界前の中性子線増に即応できる耐放射線FPGA 

システムを実現することを目的として、以下の項目を行う。 

１）耐放射線光電子FPGAの開発 

２）耐放射線リペアラブルFPGAの開発 

３）耐放射線ホログラムメモリの開発 

２．総合評価 Ｓ 
・JAEA/CLADSと連携して実用化への検討がなされており、令和4年度に

継続研究が採択されていることから、実用化に向けた更なる展開に

期待する。 

・要素研究としてよい成果が示されているため、システム統合やパッ

ケージ化も踏まえた研究開発に期待する。 

・実用化に際しては、他分野への波及効果にも期待ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


